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文献史料担当より

　名古屋城の歴史を明らかにするには、文献・美術
品・出土遺物など、名古屋城に関連する多様な史料
を調査する必要があります。そのため本センターに
は、文献史学・美術史学・考古学など、それぞれの史
料に対応する分野の学芸員が所属しています。
　このうち、美術史の分野では、名古屋城が所蔵す
る重要文化財・旧本丸御殿障壁画の調査や修復が
進められています。また、考古学の分野では、城内の
発掘調査や石垣カルテの作成が行われています。こ
れらの分野では、名古屋城が所蔵する美術品や、城
内から出土する遺構・遺物の調査研究が中心的な
課題になるでしょう。
　ところが、私が担当している古文書や古記録など
の文献史料についてみると、名古屋城が所蔵する史
料は全体のごく一部に過ぎません。では、史料はいっ
たいどこにあるのでしょうか？

　江戸時代の名古屋城は尾張徳川家の居城だった
ので、史料も尾張徳川家が持っているのでは？と思わ
れるかもしれません。これは、半分は正解といえます。
たしかに、尾張徳川家の旧蔵史料を受け継いだ徳川
林政史研究所や名古屋市蓬左文庫には、江戸時代
の名古屋城に関する文献や絵図が数多く伝わって
いるからです。

　2019年4月に本センター
が発足しました。熊本城・金
沢城・姫路城にある調査研究

センターと同様の研究施設です。
17人で発足、「特別史跡名古屋城跡」に

ふさわしいナンバーワンの城郭研究センターを目指
します。
　私は初代の所長を拝命しました。名古屋市出身
で、子供の時から、お城は身近で、天守が再建さ
れた時には小学校4年生。その時の絵日記が残っ
ていて、屋根に上がった金の鯱、オス・メスに巻か
れていた晒が、順にほどかれていく様子が書いて
あります。文化庁に16年勤務し、「名古屋城跡」も
担当しました。
　センターでは、まずは資料整理を進めます。セン
ターがなかったため、名古屋城に関する基礎資料
が未整理です。資料はいずれかの段階で市民に
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も使いやすいように、公開していく必要があります。
研究成果は順次報告します。研究紀要第１号も創
刊いたしました。今後もご期待ください。
　名古屋城天守は戦争のために燃えてしまいまし
た。天守が崩れ落ちるところを、知人も見ています。
高さは首里城正殿の二倍でした。
　河村たかし市長のもと、木造天守が焼失前の精
緻な実測図、写真どおりに復元されます。天守の
中には驚くような仕掛けがさまざまにあり、復元の暁
には目にできます。いくつかの城には人柱伝説があ
ります。その人柱に自分がなりたいという気持ちが
どこかにあります。
　ポーランドのワルシャワ市街やロシアのエカテ
リーナ宮殿のように戦争で壊されたけれど、旧状通
りに復元されたものがあって、世界遺産です。いつ
の日にか、焼失前の姿に戻った名古屋城が、世界
遺産に登録されると信じます。　
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　ところが、築城に関する史料に限れば、尾張徳川
家に伝わった史料は決して多くありません。むしろそ
れらは熊本の細川家、高知の山内家など、西国の大
名家に伝来した史料群のなかに多く残っています。
名古屋城は徳川家康の命で、諸大名を動員して築
かれたため、築城普請に関する史料も、動員された
大名家のもとに残されたのです。
　また、時代を下って明治以降になると、名古屋城は
政府に引き渡され、陸軍や宮内省が所管しました。そ
のため、この時代の史料は、旧陸軍と旧宮内省の文
書をそれぞれ引き継いだ、防衛省防衛研究所や宮内
庁宮内公文書館に数多く残されています。

　このように、名古屋城に関する文献史料は全国に
分散しています。そのこと自体、名古屋城の長く奥深
い歴史を反映したものだといえるでしょう。
　こうした全国に所在する文献史料の調査研究を進
め、各地に蓄積された史料情報や研究成果を共有・
発信することが、私たちの重要な仕事の一つであると
いえます。
　そのため開設初年度から、文献史料担当の学芸
員は各地に出向いて調査を進めています。こうした調
査の成果は、本誌のなかでも随時お伝えしていきた
いと思います。ぜひご期待ください。 
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